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◎ オーラルフレイルについての予備知識

◎ 練馬区歯科医師会の取り組みについて
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オーラルフ
レイルとは

•オーラルフレイルとは ”口腔（オーラル）
虚弱（フレイル）”を表す言葉で、口に関す
る“些細な衰え”を放っておいたり、適切に対
応しなかったりすることにより、口の周りの
筋肉が衰えて、口の機能の低下や食べる機能
の障害、さらには心身機能の低下にまでつな
がる一連の現象および過程をいいます。
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高齢になると社会的な環境の変化から仕事
の役目を終え、ときとして孤立してしまう
ケースもあるでしょう。
こういったいわゆる”社会的フレイル“などに
より、知らず知らずのうちに自己の健康へ
の意識が低下していきます。
このような生活範囲の狭まりによる活動量
の低下および精神面の不安定さから始まり、
このレベルでもっとも重要な事象である
「口腔機能管理に対する自己関心度（口腔
リテラシー）の低下」が起こり、そしてそ
れにより歯周病や残存歯数の低下のリスク
が高まる段階とされています。



日常生活における、滑舌低下、食べこぼし
などの些細な口の機能低下に伴う食取り巻
く環境悪化の徴候が現れる段階です。
つまりこのレベルは、一段階前の「口の健
康リテラシーの低下」から「最近硬いもの
が食べにくいのでできるだけ消化にも良い
軟らかいものを食べよう」
などという誤った口腔に関する健康観によ
る食習慣の変化、また加齢による機能低下
が微細であるため自覚することなく潜在的
に機能低下が進みがちな段階です。





口腔機能（咬合力や舌運動）の低下が顕
在化し、サルコペニアやロコモコティブ
シンドローム、栄養障害へ陥る段階です。
このレベルの対象者は“口腔機能低下症”の
診断がつく方もおり、歯科医院での対応
となります。
歯科医療従事者は口腔機能の低下を適切
に診断し、適切な管理と動機づけを行う
ことでさらなる口腔機能低下の重症化を
予防し口腔機能を維持、回復することが
重要となります。





摂食嚥下機能低下や租借機能不
全から、要介護状態、運動・栄
養障害に至る段階で

“摂食嚥下機能障害”として診断
がつく状態であり、このレベル
の対象者は専門医による対応が
必要になります。



まとめ 第1，2レベルから予防と改善を

オーラルフレイルレベルの移行に伴いフレイル特に身体的フレイルに
対する影響度が増大する概念となっており、身体のフレイル

および身体能力の低下に先立ってオーラルフレイルが生じているとの
報告があります。

ゆえにオーラルフレイルは各レベルで適時適切に対応をとれば改善が
可能であると考えられます。

特に前段階（第1，2レベル）では高齢者が自分事としての対応を生活
に取り入れ、生活環境や人とのつながり、社会の中で自らの役割を模
索しながら、その予防と改善に取り組むことが重要なステップです。
逆に適切な対応がなされないと、後段階（第3，4レベル）の口腔機能
低下や身体機能の低下に至ることとなります。
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